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1日最大150球場超！大規模配信を支える
バーチャル高校野球ライブ配信技術の舞台裏
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自己紹介

経歴
2012年 朝日放送株式会社（現朝日放送テレビ株式会社）

技術局放送運用センター 回線情報技術グループ
2014年 技術局制作技術センター 報道技術グループ
2018年 アイネックス株式会社（出向）

技術局制作技術部
2020年 朝日放送テレビ株式会社

技術局開発部
2021年 朝日放送グループホールディングス株式会社（出向）

DX・メディアデザイン局 R&Dチーム

担当業務
➢ バーチャル高校野球などの配信技術サポート
➢ M-1敗者復活投票、ABCお笑いグランプリの審査システム構築など番組コンテンツのデジタル支援
➢ ネットワーク・サーバー・セキュリティなどインフラ構築・管理

朝日放送グループホールディングス株式会社
DX・メデイアデザイン局 R&Dチーム
村中貴彦
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バーチャル高校野球とは
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バーチャル高校野球とは

朝日新聞社と朝日放送テレビが共同で運営する高校野球の総合情報サイト

➢ 高校野球を動画やニュースでいつでもどこでも楽しめるサービスとして、

2015年に株式会社朝日新聞社と朝日放送株式会社（現朝日放送テレビ株式会社）が

共同で開始。

➢ 高校野球の魅力をより多くのファンに届け、高校野球の普及と発展のため、

ライブ配信を中心に情報を配信。

配信プラットフォーム

➢ 2015年 独自プラットフォームで配信開始

➢ 2018年 スポーツブルで配信開始

➢ 2022年 スポーツナビで配信開始

➢ 2023年 全国大会をABEMAで配信
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バーチャル高校野球のコンテンツ

ライブ配信

➢ 2015年のサービス開始当初は地方大会決勝26試合と全国大会48試合をライブ配信

➢ その後、全国の系列局やケーブル局にご協力頂きながら、年々配信規模を拡大

➢ 2023年は地方大会3434試合（全試合）・全国大会48試合をライブ配信

主なコンテンツ

➢ ライブ配信・見逃し動画VOD配信

（地方大会・全国大会・国民体育大会・明治神宮大会など）

➢ 企画動画などのVOD配信

➢ 記事によるニュース配信

➢ SNSによる発信
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地方大会ライブ配信
特有の課題
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配信数拡大に耐えうる配信基盤の構築
全国高校野球選手権大会の地方大会は6月中旬から7月末にかけて、
47都道府県（49大会）で試合を実施。

年々、配信の拡大に合わせて1日に配信する球場数も増加。

？

運用方法やトラブル時の対応も含めた検討をすることが重要！！

1日最多配信球場数 2020：45球場 2021：100球場 2022：152球場
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試合が行われる全球場：約230球場 1日に試合が行われる球場数：150球場以上

2023：156球場
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配信エンコーダの多様化・運用スキルの考慮

毎年、新しい配信エンコーダが出てくることによる機種の多様化

現場の運用担当者の配信に対する運用スキルやノウハウも様々

VE
配信経験あり
映像：詳しい

ネットワーク：詳しい

カメラマン
配信経験あり
映像：詳しい

ネットワーク：詳しくない

カメラアシスタント
配信経験なし

映像：詳しくない
ネットワーク：詳しい

ディレクター
配信経験なし

映像：詳しくない
ネットワーク：詳しくない

A球場 B球場 C球場 D球場
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チャットツール

運用ステータスの共有と連絡体制

監視・運用配信対応

バーチャル高校野球HP

球場毎に
- エンコード開始 / 終了
- 試合開始 / 終了
- 次試合情報
- 翌試合情報
などのステータス
を都度連絡

- 協力局のステータス
- 各社への作業依頼
を報告

導線開閉

- 導線開閉動作
- 当日テスト結果報告

協力局

球場毎に
- トランスコード開始 / 終了

Ingest
トランスコーダ

設定 WEBサイト運営
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CM発行テスト
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配信数拡大に伴う課題

１．年々増える配信数拡大に

耐えうる配信基盤の構築

２．エンコーダの多様化・

運用者の配信スキルに依存しない仕組み

３．試合情報やステータス共有・

コミュニケーション手段の検討
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ライブ配信数増加に伴う
配信基盤の最適化

年々増える配信数拡大に耐えうる配信基盤の構築
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ライブ配信数増加に伴う配信基盤の最適化

2015年のバーチャル高校野球が始まった当初はAWS Elemental Liveを利用して配信

Encoder wowza AWS Elemental Live オリジン CDN プレーヤー

オンプレ設備では柔軟なスケールアウトの対応が難しくなってきた。

2021年にコロナ禍で無観客試合が行われ、配信需要が増えたこともあり、
2020年に1日最大同時配信が45球場だったのが2021年には1日最大100球場超となった。

Encoder Adobe Media Server AWS Elemental Live オリジン CDN プレーヤー

課題

オンプレ

オンプレ
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ライブ配信数増加に伴う配信基盤の最適化

柔軟なスケールアウトに対応すべくAWS Elemental MediaLiveの利用を開始

Encoder wowza オリジン CDN プレーヤー

single pipelineでの運用を2021年より開始。
AWS Elemental MediaLiveの懸念点はchannelを起動してから配信開始されるまでに最大
約10分間かかる。そのため、試合中のトラブル時に再起動が必要になった際に約10分間の
ダウンタイムが発生してしまう懸念があった。

AZ1

東京リージョン

MediaLive

input pipeline0

AWS Cloud

課題
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ライブ配信数増加に伴う配信基盤の最適化
安定性の担保のため、standard channelによる冗長化

Encoder wowza オリジン CDN プレーヤー

Encoder wowza オリジン CDN

AZ1

東京リージョン

MediaLive

input A pipeline0

AZ2

input B pipeline1

AWS Cloud

SSAIサービスで本線と予備の両方のストリーム情報を取得し、本線に問題が発生した場
合、予備のストリーム情報をプレーヤー側に渡す代替ストリームという機能がある。
この仕組みにより、配信設備でトラブルが発生した場合に自動的に切り替わる。

SSAI
サービス

動画
プレイリスト
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Elemental Linkの導入

エンコーダの多様化・
運用者の配信スキルに依存しない仕組み
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➢ AWS Elemental Linkの設定をAWS Elemental MediaLiveで設定・管理することができる

。

➢ AWSコンソールやCloudWatchにより、エンコーダのステータス確認が可能。

➢ AWS Elemental MediaLiveのAPI機能により、Scheduleでアクション設定が可能。

今年、一部の球場でAWS Elemental Linkを導入

AWS Elemental Linkの導入
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➢ 配信設備側の担当がエンコーダの設定まで管理することで、現場担当者の負担を軽減

➢ エンコーダによる不具合・トラブルの軽減

Encoder

wowza MediaLive オリジン CDN プレーヤー

MediaLive オリジン CDN プレーヤー

※現場：映像信号の入力とインターネット回線への接続まで

Elemental Link

Elemental Link以外の運用

Elemental Linkの運用

現場担当者の運用範囲

※現場：映像入力・配信エンコーダ設定・配信設備へのアップロード
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AWS Elemental Linkの導入

Elemental Link オリジン CDN プレーヤー

オリジン CDNElemental Link

全ての球場のエンコーダ設定をAWS側で一律で管理・設定ができる。
トラブル対応時の切り分けをAWS上で行うことができる。

AZ1

東京リージョン

MediaLive

input A pipeline0

AZ2

input B pipeline1

AWS Cloud

動画
プレイリスト
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サービス
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大規模配信の裏側を支えた
管理システム

試合情報やステータス共有・
コミュニケーション手段の検討



©︎2023 Asahi Broadcasting Group Holdings Corp.

Before ステータス情報管理システム構築

監視・運用配信対応

バーチャル高校野球HP

球場毎に
- エンコード開始 / 終了
- 試合開始 / 終了
- 次試合情報
- 翌試合情報
などのステータス
を都度連絡

- 協力局のステータス
- 各社への作業依頼
を報告

導線開閉

- 導線開閉動作
- 当日テスト結果報告

CM発行テスト

協力局

Ingest
トランスコーダ

設定

2020年（地方大会1093試合の配信）まで、全国の球場担当者との配信スケジュールや
運用ステータスの連絡を全てメールや電話で行っていた。

WEBサイト運営 21

球場毎に
- トランスコード開始 / 終了

チャットツール
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大規模配信の裏側を支える管理システム

2021年に各所との情報共有をシステム化

システムで管理する主な情報
● 試合スケジュール
● 協力局の情報（担当者・配信する大会/球場など）
● 配信テストの調整
● テストや試合配信の運用ステータスの管理

クラウドを利用することのメリット
● 短期間での構築ができる
● スケールイン・スケールアウトを容易に可能
● 長いオフシーズンはシステムを最小限に落とすことで費用削減

ACOMS（Asahi Communication System）と呼ばれるシステムをAWSで構築
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After ステータス情報管理システム構築

監視・運用配信対応

バーチャル高校野球HP

協力局

導線開閉

ステータス情報管理システム
ACOMS

球場毎に
- エンコード開始 / 終了
- 試合開始 / 終了
- 導線開閉情報
- 次試合情報、翌試合情報
etc …
を保持

Ingest
トランスコーダ

設定

各種ステータス入力・確認

トラブル時

WEBサイト運営 23

球場毎に
- トランスコード開始 / 終了

チャットツール
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AZ1

東京リージョン

AZ2

AZ3

VPC

AWS Certificate 
Manager

Internet gateway

Amazon EC2

Application Load 
Balancer

Amazon EFS

Amazon 

ElastiCache

Amazon S3

Amazon CloudWatch

Amazon SES

Amazon SNS

AWS CloudTrail

各ログ・ファイル保存

ログ収集

Amazon RDS

RDSログ取得

各種監視

大規模配信の裏側を支えた管理システム
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Amazon 

ElastiCache

Amazon RDS
Amazon EC2

Amazon EC2
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大規模配信の裏側を支えた管理システム
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大規模配信の裏側を支えた管理システム
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まとめ
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まとめ

● AWS Elemental MediaLiveを利用することで配信数増加に容易に対応でき、
1日150ストリームを超える配信を実現できた。

● AWS Elemental MediaLiveのstandardチャンネルの冗長化により、片系でトラブルが発
生した場合でもSSAIサービス側の仕組みにより、自動的に本線と予備のストリームを切り
替えることができる仕組みを構築できた。

● AWS Elemental Linkの導入により、現場の運用負荷の軽減やエンコーダ起因のトラブル
を軽減することができた。

● ステータス情報管理をシステム化することにより、スケジュール管理やステータス管理な
ど、各所とのコミュニケーションをシステム上で共有し、コミュニケーションコストを削
減し、運用の効率化が実現できた。

今後もバーチャル高校野球ではより良い配信サービスを安定して展開できるように、
毎年、技術開発や検証を行いながら、アップデートしていきます。
大規模配信の裏側を想像しながら、バーチャル高校野球をお楽しみください。
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ご清聴ありがとうございました。


